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Ｑ 消費増税で介護は？

教えて！

財
源
問
題

財
源
問
題

社
会
保
障

社
会
保
障

骨
太
の
方
針

　

政
府
は
、「
骨
太
の
方

針
２
０
１
８
」
を
15
日
、

閣
議
決
定
し
た
。
２
０
１

９
年
か
ら
21
年
の
３
年
間

を
「
基
盤
強
化
期
間
」
と

位
置
付
け
、
さ
ら
な
る
社

会
保
障
費
の
大
幅
削
減
と

と
も
に
、
消
費
増
税
に
着

手
す
る
方
針
だ
。

　

社
会
保
障
は
歳
出
改
革

の
重
点
分
野
と
し
、
医
療

で
は
後
期
高
齢
者
の
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
２
割

化
、
か
か
り
つ
け
医
以
外

の
受
診
に
別
途
負
担
を
求

め
る
受
診
時
定
額
負
担
、

地
域
別
診
療
報
酬
の
具
体

的
な
活
用
、
公
的
医
療
費

の
増
加
に
連
動
し
て
患
者

負
担
を
自
動
的
に
引
き
上

げ
る
仕
組
み
な
ど
を
検
討

課
題
と
し
て
挙

げ
た
。

　

介
護
で
は
要

介
護
１
、
２
の

地
域
支
援
事
業
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
保
険
外
し
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
や
多
床
室
室

料
の
有
料
化
な
ど
、
利
用

者
負
担
増
を
検
討
す
る
。

　

医
療
・
介
護
制
度
に
お

け
る
「
現
役
並
み
所
得
」

の
判
定
基
準
は
資
産
を
含

む
「
能
力
」
に
応
じ
た
負

担
を
求
め
る
こ
と
を
検
討

事
項
と
し
て
挙
げ
た
。

　

年
金
受
給
開
始
年
齢
は

柔
軟
化
と
い
う
言
葉
で
引

き
上
げ
を
狙
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
社
会
保
障
全
面
改

悪
の
具
体
化
を
進
め
よ
う

る
」
と
明
記
し
た
。
し
か

し
消
費
税
増
税
が
社
会
保

障
の
充
実
に
つ
な
が
ら

ず
、
消
費
不
況
を
招
く
こ

と
は
既
に
実
証
さ
れ
た
事

実
だ
。

　

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
景

気
回
復
を
優
先
す
る
と
し

た
。

　

社
会
保
障
費
の
自
然
増

は
、
16
年
か
ら
の
３
年
間

で
１
兆
５
０
０
０
億
円
に

抑
え
る
と
の
方
針
の
下
、

医
療
、
年
金
、
介
護
、
生

活
保
護
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

制
度
で
強
引
な
負
担
増
と

軒
並
み
過
去
最
高
益
を
上

げ
、
膨
大
な
内
部
留
保
を

積
み
上
げ
た
。
一
方
で
、

利
益
は
労
働
者
に
還
元
さ

れ
ず
、
消
費
増
税
と
社
会

保
障
改
悪
が
暮
ら
し
を
直

撃
し
、
個
人
消
費
は
低
迷

し
た
。
大
企
業
優
遇
の
偏

っ
た
経
済
政
策
が
国
民
生

活
を
悪
化
さ
せ
、
景
気
の

低
迷
を
引
き
起
こ
し
て
き

た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

こ
う
し
た
悪
魔
の
サ
イ

ク
ル
か
ら
抜
け
出
し
、
安

定
雇
用
の
創
出
や
社
会
保

障
制
度
の
充
実
に
よ
っ
て

国
民
生
活
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
こ
そ
、
経
済
や
財
政

を
立
て
直
す
道
で
は
な
い

か
。

て
消
費
税
増
税
と
セ
ッ
ト

で
法
人
税
率
を
引
き
下

げ
、
柔
軟
な
働
き
方
を
名

目
に
し
た
労
働
法
制
の
改

悪
に
よ
り
雇
用
を
破
壊
し

た
。
同
時
に
財
政
健
全
化

を
理
由
に
社
会
保
障
制
度

の
大
改
悪
を
進
め
て
き

給
付
削
減
が
実
行
さ
れ
て

き
た
。
16
年
、
18
年
の
診

療
報
酬
改
定
が
社
会
保
障

費
削
減
の
調
節
弁
と
し
て

利
用
さ
れ
た
の
は
記
憶
に

新
し
い
。

　

そ
の
結
果
、
減
税
の
追

い
風
を
受
け
た
大
企
業
は

と
し
て
い
る
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
は
、

「
全
世
代
型
社
会
保
障
の

構
築
に
向
け
、（
中
略
）

19
年
10
月
１
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
消
費
税
率
の
８

％
か
ら
10
％
へ
の
引
上
げ

を
実
現
す
る
必
要
が
あ

悪
魔
の
循
環
か
ら
抜
け
出
せ

非歯原性疼痛の診断法に
ついて語る石垣尚一氏＝
５月20日、Ｍ＆Ｄホール

５月度生涯研修講座

非歯原性疼痛の診断学ぶ
石垣氏「疾患理解し、対処を」

　

臨
床
学
術
部
は
非
歯
原
性

歯
痛
を
テ
ー
マ
に
生
涯
研
修

講
座
を
５
月
20
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
88
人
が

参
加
し
た
。

　

講
師
の
石
垣
尚
一
氏
（
大

阪
大
学
附
属
病
院
口
腔
補
綴

外
科
医
長
）
は
、
歯
痛
を
訴

え
る
患
者
が
来
院
し
た
時
、

「
原
因
と
考
え
ら
れ
る
病
態

（
カ
リ
エ
ス
、
根
尖
病
巣
な

ど
）
が
存
在
し
な
く
て
も
、

歯
科
治
療
を
優
先
し
が
ち
で

い
つ
ま
で
も
疼
痛
が
消
え
な

い
こ
と
が
あ
る
」
と
指
摘
。

非
歯
原
性
疼
痛
の
診
断
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

　

非
歯
原
性
疼
痛
の
原
因
と

し
て
、
多
い
も
の
か
ら
、
①

筋
・
筋
膜
性
歯
痛
（
咬
筋
で

は
臼
歯
部
が
顎
関
節
、
側
頭

筋
で
は
上
顎
の
歯
痛
を
訴
え

る
）
②
神
経
障
害
性
歯
痛

（
三
叉
神
経
痛
、
舌
咽
神
経

痛
な
ど
）
③
神
経
血
管
性
歯

痛
（
群
発
、
偏
頭
痛
）
④
上

顎
洞
性
歯
痛
⑤
心
臓
性
―
―

な
ど
の
病
態
と
診
断
法
を
説

明
。
疾
患
を
理
解
し
、
適
切

に
対
処
す
る
こ
と
が
ト
ラ
ブ

ル
を
避
け
る
た
め
に
も
重
要

で
あ
る
と
し
、
診
療
指
針
を

紹
介
し
た
。

「
非
歯
原
性
歯
痛
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」http://minds4.

jcqhc.or.jp/minds/NDTA/
ndta.pdf

「
痛
み
の
教
育
コ
ン
テ
ン

ツ
」https://sv123.wadax.

ne.jp/̃pain-medres-info/
itamikyouiku/
 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

Ｑ　

度
重
な
る
消
費
税
増
税

で
介
護
保
険
制
度
は
よ
く
な

っ
た
か
？

Ａ　

給
付
削
減
と
保
険
料
引

き
上
げ
が
続
い
て
い
る
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、「
高

齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
る
」
と
し
て
、
２
０
０

０
年
に
導
入
さ
れ
た
。
し
か

し
、
介
護
保
険
制
度
の
施
行

か
ら
18
年
。
度
重
な
る
制
度

改
悪
に
よ
り
、
給
付
は
削
減

さ
れ
、
保
険
料
の
引
き
上
げ

が
続
い
て
い
る
。

　

14
年
の
法
改
定
で
は
、
▽

要
支
援
１
・
２
の
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
を
自
治
体
事

業
に
移
行
▽
年
金
収
入
２
８

０
万
円
以
上
の
２
割
負
担
化

▽
特
養
入
所
を
要
介
護
３
以

上
に
限
定
―
な
ど
給
付
を
抑

制
。
今
後
、
利
用
負
担
の
原

則
２
割
化
な
ど
さ
ら
な
る
改

悪
が
画
策
さ
れ
て
お
り
、
多

く
の
介
護
難
民
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
引
き
上

げ
も
続
い
て
い
る
。
介
護
保

険
料
の
全
国
平
均
（
65
歳
以

上
）
は
導
入
時
の
倍
額
に
な

っ
た
（
図
）。
低
い
介
護
報

酬
に
よ
っ
て
介
護
事
業
所
の

倒
産
も
相
次
い
で
い
る
。

　

「
保
険
は
あ
っ
て
も
介
護

な
し
」
の
状
況
が
進
め
ば
、

高
齢
者
介
護
は
根
底
か
ら
崩

壊
す
る
。

介護保険料は上がり続けている
（65歳以上の全国平均）
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第15回
理事会

75
歳
の
窓
口
２
割
阻
止
へ

新
署
名
の
取
り
組
み
を
協
議

　

協
会
は
９
日
、
第
15
回
理

事
会
を
開
き
、
医
療
保
険
改

悪
阻
止
の
新
請
願
署
名
・
ク

イ
ズ
ハ
ガ
キ
案
な
ど
の
運
動

対
策
を
協
議
し
、
署
名
目
標

を
決
め
た
。

　

９
月
実
施
予
定
の
請
願
署

名
は
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
２
割
化
な
ど
の
負
担
増
を

阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
取

り
組
む
。
理
事
会
で
は
窓
口

負
担
２
倍
化
を
強
調
す
る
、

全
世
代
で
負
担
増
と
な
る
こ

と
が
分
か
る
よ
う
に
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
署
名
目

標
は
２
万
筆
と
し
た
。
会
員

参
加
を
促
す
た
め
、
理
事
に

よ
る
会
員
訪
問
の
重
要
性
が

改
め
て
指
摘
さ
れ
た
。

　

初
診
料
に
係
る
院
内
感
染

対
策
で
は
７
月
に
５
会
場
で

講
習
会
を
開
く
。
ま
た
、
保

団
連
発
行
の
『
院
内
感
染
対

策
テ
キ
ス
ト
』
を
全
会
員
に

配
付
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

会
務
運
営
で
は
、
５
月
に

開
い
た
第
54
回
通
常
評
議
員

会
で
の
評
議
員
の
意
見
に
基

づ
き
、
①
地
区
か
ら
意
見
が

あ
れ
ば
講
師
料
規
程
を
検
討

②
医
科
の
施
設
基
準
の
状
況

を
機
関
紙
等
で
解
説
③
医
療

法
改
正
に
つ
い
て
識
者
投
稿

な
ど
を
機
関
紙
に
掲
載
―
―

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

【
質
問
】
今
ま
で
は
経
営
が

厳
し
く
て
も
前
年
度
の
賞
与

の
支
給
額
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
の
夏
は
引
き

下
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で

す
。
法
律
上
問
題
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
60
代
、
男
性
）

十
分
な
説
明

【
回
答
】
月
例
給
与
は
一
定

期
日
に
全
額
支
払
う
こ
と
が

労
基
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
賞
与
の
支
給
は

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
就
業
規
則
等

で
支
給
額
・
支
給
率
に
つ
い

て
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

「
賞
与
の
支
給
は
、
夏
・

冬
と
も
に
基
本
給
の
２
カ
月

分
を
支
給
す
る
」
と
の
定
め

別
に
定
め
る
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
す
。
具
体
的

な
支
給
条
件
が
あ
ら
か
じ
め

確
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

労
基
法
上
の
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
初
め
て
減

額
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
職

員
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
十
分
に
説
明
し
、
今
後

の
展
望
を
示
し
な
が
ら
納
得

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。

【
質
問
】
６
月
25
日
付
で
退

職
す
る
職
員
が
い
ま
す
。
在

籍
条
項
が
あ
る
の
で
賞
与
は

不
支
給
に
で
き
ま
す
か
。
支

給
日
は
毎
年
７
月
７
日
で

す
。 

（
40
代
、
男
性
）

労
使
慣
行

【
回
答
】
判
例
で
は
、
支
給

日
に
在
籍
し
な
い
従
業
員
に

は
賞
与
を
支
給
し
な
い
旨
の

労
使
慣
行
が
存
在
し
て
い
る

場
合
、
賞
与
支
給
支
払
い
対

象
期
間
の
す
べ
て
を
勤
務

し
、
当
該
支
給
日
以
前
に
退

職
し
た
従
業
員
に
は
、
賞
与

受
給
権
が
な
い
と
し
て
い
ま

す
（
京
都
新
聞
社
事
件
）。

　

支
給
日
在
籍
条
項
が
就
業

規
則
に
明
記
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
合
理
性

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
カ

ツ
デ
ン
事
件
）。

 

（
社
労
士
・
桂
好
志
郎
）

が
あ
る
場
合
は
、
義
務
と
な

り
ま
す
。
経
営
が
厳
し
い
か

ら
と
い
っ
て
、
支
給
し
な
い

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

質
問
者
の
就
業
規
則
等
を

見
る
と
、「
賞
与
の
額
は
、

医
院
の
業
績
及
び
職
員
の
勤

務
成
績
な
ど
を
勘
案
し
て
個

第１回 賞与の引き下げ・不支給

就業規則の支給条件
の有無がポイントに

イラスト・辻井タカヒロ

　　雇用　　雇用
トラブルトラブル

社労士が解決！

身近な


